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寺
、
下
野
国
分
寺
・
尼
寺
跡
が
あ
り
、

貴
重
な
歴
史
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
市

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
保
存

整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
ま
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
18
年
度
か
ら
、
国
分
寺

跡
で
は
、
鐘
楼
、
僧
坊
の
復
元
を
10

年
計
画
で
着
手
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

四

少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

先
日
、
私
と
同
年
代
の
団
塊
の
世

代
の
子
ど
も
の
う
ち
、
30
代
の
女
性

の
半
数
が
、
子
ど
も
を
生
ん
で
い
な

い
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

少
子
化
の
背
景
に
は
、
非
婚
化
、

晩
婚
化
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
ま
す
ま
す
少
子
高

齢
化
社
会
が
加
速
い
た
し
ま
す
の

で
、
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
、
保
育
園
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
病

後
保
育
を
全
市
に
拡
大
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
が
ま
す
ま
す

進
展
し
て
い
く
中
で
は
、「
い
く
つ

ま
で
生
き
た
か
で
は
な
く
、
い
か
に

元
気
に
生
き
た
か
」
が
重
要
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
生
涯
学
習
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

五
　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

下
野
市
に
は
、
自
治
医
科
大
学
病

院
、
石
橋
病
院
、
小
金
井
中
央
病
院

な
ど
、
医
療
機
関
が
充
実
し
て
い
ま

す
の
で
、
連
携
し
て
医
療
と
福
祉
の

充
実
し
た
日
本
一
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

す
で
に
小
金
井
駅
、
自
治
医
大
駅

に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
整
備
さ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

事
業
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
石

橋
駅
に
は
19
年
度
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。あ

の
悲
惨
な
今
市
市
の
学
童
事
件

は
未
だ
手
が
か
り
す
ら
な
く
、
解
決

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
県
に
お

い
て
も
18
年
度
か
ら
、
県
内
の
全
中

学
校
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

を
、
県
の
負
担
と
し
て
配
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
下
野
市
に
お
き

ま
し
て
も
、
安
全
・
安
心
な
環
境
整

備
に
は
行
政
の
役
割
が
も
っ
と
も
重

要
で
あ
り
、
細
か
な
気
配
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
通
学

路
の
見
直
し
や
防
犯
灯
の
増
設
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

六
　
開
か
れ
た
市
政

各
種
委
員
会
等
の
委
員
は
、
公
募

制
と
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
３
町
に
お

い
て
年
２
回
、
合
計
６
回
に
わ
た
り
、

市
長
、
市
幹
部
職
員
が
地
域
に
出
向

い
て
市
民
の
声
を
聞
く
「
市
長
出
前

サ
ロ
ン
」
を
開
き
ま
す
。

更
に
市
民
生
活
の
基
本
と
な
る
条

例
制
定
、
大
き
な
事
業
や
計
画
策
定

時
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
を
導
入
し
て
、
市
民
の
声
を
十
分

反
映
さ
せ
ま
す
。

七
　
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

地
の
利
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
新
四
号
国
道
を

活
用
し
た
、
下
野
市
の
情
報
発
信
拠

点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を
県
内
初
と

し
て
誘
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。農

産
物
だ
け
で
な
く
、
市
内
で
製

造
さ
れ
た
加
工
食
品
や
菓
子
、
日
用

製
品
な
ど
も
展
示
販
売
す
れ
ば
農
・

商
・
工
の
拠
点
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
案
内
や
、
歴
史
を
紹

介
す
る
な
ど
、
関
係
者
と
も
十
分
相

談
し
、
新
生
下
野
市
の
情
報
発
信
拠

点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

更
に
、
南
河
内
地
内
の
西
坪
山
の

平
地
林
に
工
業
団
地
を
造
成
し
て
優

良
企
業
を
誘
致
し
、
雇
用
の
創
出
、

仁
良
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
へ
の
従
業
員
の
定
住
を
進
め
、
宅

地
の
利
用
率
を
高
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
法
人
税
の
増
収
等
の
一

石
三
鳥
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

早
期
に
都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
見
直
し
、
土
地
利
用
計
画
を

示
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

石
橋
地
区
、
南
河
内
地
区
の
土
地

改
良
事
業
を
引
き
続
き
進
め
、
農
業

規
模
の
拡
大
を
図
り
、
担
い
手
の
育

成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
国
分
寺
地

区
の
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
「
ち
ぢ
み
ほ
う

れ
ん
そ
う
」
に
続
き
２
地
区
に
も
ブ

ラ
ン
ド
野
菜
を
認
定
し
、
低
農
薬
、

有
機
質
栽
培
で
、
新
鮮
で
安
全
な
農

産
物
を
奨
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
業
で
は
、
市
内
で
賄
え
る
も
の

は
市
内
で
買
う
、
つ
ま
り
、「
バ
イ

下
野
運
動
」
を
展
開
し
、
少
し
で
も

地
元
の
商
店
の
売
り
上
げ
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

「
市
民
が
主
役
の
新
生
文
化
都

市
　
下
野
市
」
を
目
指
し
て
、
で

き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
、
新
市
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
、
総
合
計
画

を
策
定
し
て
、
市
の
方
向
性
と
将
来

像
を
市
民
に
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
万
市
民
の
皆
様
が
、
合
併
し
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
、「
市

民
が
主
役
、
融
和
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。




